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管理の方式である。この方式を用いることで、先に述 1 愛知工業大学  経営情報科学部 (豊田市) 
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てVPN(Virtual Private Network)化し、DACS CLを配
置していないクライアントからのアクセスを制御す
るように機能拡張した。これを実現する機能について
説明し、その実現性を実証する為に行った実証実験の
結果を示す。 
第5章では、DACS方式を用いて実現出来るネットワ
ーク利用者に対する新しいセキュリティ機能につい
て説明する。このときのDACS方式の拡張機能とその実
現性を実証する為に行った実証実験の結果を示す。第
6章ではDACSでのクライアントによる通信制御の負荷
処理の評価を行っている。 
第7章では、DACS方式を導入するネットワークで実
現可能な新しいネットワークサービスの個人ポータ
ルシステムを実現するためのDACS Webサービスにつ 
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いて示し、その実証実験を行った結果を示す。 
第8章では、DACS方式を導入するネットワーク上で
実現されるWebサービスの2つの機能として、ローカル
エリアネットワーク上に分散配置される各種情報の
データベース形式で保存されるデータ、テキストファ
イルやPDFファイルなどの各種ドキュメント形式で保
存されるデータなどを効率的に活用出来る新たなWeb
サービスの機能の説明をしている。これらの2つの機
能を加えて、新しいWebサービスの提案・検討をした。
そして、それらの機能を統合し、実際のネットワーク
上で利用できるように機能を拡張し、一般化したDACS 
Webサービスの提案・検討をした。 
第9章は全体のまとめである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上、本論文は、大学ネットワークの問題点を追
及して、新しい効率の良いネットワークの構造と機能 
を提案し、その実証性を明らかにしたものであり、こ
れからの大学ネットワークに対して新しい指針を与
えたもので、高く評価できる。よって、本論文は、経
営情報科学の課程博士の学位論文として十分の価値
が認められる。 
以上により、学位審査委員会において、提出論文の
内容を中心としてこれに関連ある科目の学識及び研
究指導能力について諮問し、慎重に審査した結果、合
格と判定した。 
 
（受理 平成20年3月19日） 
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